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MALT1に関する共同研究成果の論文掲載のお知らせ 
  

Chordia Therapeutics 株式会社（本社：神奈川県藤沢市、代表取締役：三宅洋）は、MALT1 に
関する宮崎大学、京都大学、国立がん研究センター等との共同研究成果が、2026 年７月 23 日に
Cell Press発行の国際学術誌 iScienceに掲載されましたのでお知らせいたします。 
 
 
論文概要 
成人 T細胞白血病／リンパ腫（adult T-cell leukemia/lymphoma: ATL）は、HTLV-1感染を背景

として発症する T 細胞性血液悪性腫瘍です。日本では九州・沖縄地域を中心に患者さんが多く存在
し、依然として新たな治療選択肢が求められている難治性疾患の一つです。 
本研究では、MALT1 阻害薬のツール化合物を用いて ATL における MALT1 の役割を解析しまし

た。その結果、一部の ATL細胞株および ATL患者由来移植モデルにおいて、MALT1活性が腫瘍増
殖に重要であることが示されました。また、これらのモデルでは MALT1 阻害により抗腫瘍効果が
認められました。これらは基礎研究における成果であり、MALT1 阻害薬の ATL 患者さんにおける
有効性および安全性については、今後の研究開発の進展を通じて評価されることになります。 
本研究は、ATL の一部において MALT1 が治療標的となる可能性を示唆するものであり、当社が

推進するMALT1阻害薬の研究開発の更なる発展に資する知見と考えています。 
 
論文情報 
The requirement of MALT1 activity for the growth of adult T cell leukemia/lymphoma 
iScience, Jul. 23, 2026 
URL：https://www.cell.com/iscience/fulltext/S2589-0042(26)02228-5 
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投稿先の学術誌について 

iScience は、Cell Press が発行するオープンアクセスの国際学術誌です。生命科学、物理科学、
地球科学をはじめとする幅広い研究領域を対象としており、各分野の発展に貢献する基礎研究およ
び応用研究を掲載しています。 

 
用語集 

用語 解説 
MALT1 粘膜関連リンパ組織リンパ腫転座タンパク質 1（Mucosa-associated  

lymphoid  tissue lymphoma translocation protein 1: MALT1）。
MALT1の活性化は、一部の白血病やリンパ腫をはじめとする血液悪性
腫瘍において重要な役割を果たすことが報告されています。MALT1の
活性を阻害することにより、これらの血液がんに対する抗腫瘍効果が期
待されています 

HTLV-1 ヒト T細胞白血病ウイルス 1型（Human T-cell leukemia virus type 
1）。主に母子感染、性的接触、輸血などにより感染するレトロウイル
スです。感染者の一部で ATLなどを発症することが知られています 

 
なお、本共同研究は、京都大学大学院医学研究科 小川誠司教授を研究代表者として、国立研究開

発法人日本医療研究開発機構（AMED）の産学連携医療イノベーション創出プログラム（ACT-M）
による支援を受けて実施されました。 
 
Chordia Therapeutics株式会社について 
当社は、臨床開発品を擁するがん領域専門の研究開発型バイオベンチャーとして、神奈川県藤沢

市に本社を置き活動しています。当社のリードパイプラインである CLK 阻害薬 rogocekib（CTX-
712）は、米国での第 1/2 相試験を進行中です。rogocekib は、がんの脆弱性をターゲットにして
おり、有望な治療薬としての可能性が期待されています。また、当社は、リードパイプラインの
rogocekib、MALT1阻害薬 ocipumaltib（CTX-177）に加え、CDK12阻害薬 CTX-439、GCN2阻害
薬など、複数のパイプラインの研究開発に取り組んでいます。 
詳細は、当社ウェブサイト（https://www.chordiatherapeutics.com/）をご覧ください。 
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